


高位泥炭地の尾瀬ヶ原になぜ低位泥炭地の 
ヨシ−ミツガシワ群落が成立できるのか
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　尾瀬ヶ原湿原に見られる微地形とそこに生育する植物の生育環境を調べた．また，代表的な微地形
地において，ピ−トサンプラ−により泥炭を採取し，泥炭堆積過程の比較を行なった．尾瀬ヶ原湿原
に生育するミツガシワ，リュウキンカ，ヨシ−ミツガシワの各群落は，低層湿原地を指標する湿原植
物群であるが，尾瀬ヶ原湿原においては浅い池溏，山地から流入する河川の氾濫原に生育していた．
これらの場所は，中間あるいは高層湿原の上に，低層湿原が堆積する環境であった．泥炭層の厚さは
南下田代の指紋状構造地では比較的浅く，深さ 300 cm 前後で粘土層に達していた．中田代では深さ
600 cm まで達しても粘土層に届かない調査箇所，泥炭層位に乱れがなく，深さ 500 cm 前後から粘土
層に達する箇所，500 cm より深い層位で泥炭と粘土層が互層になる箇所とが見られた．これらの結
果から，湿原植物は必ずしも泥炭層に依存して生育しているわけではなく，その生育は，泥炭堆積後
の微地形の変化によって成立する生育環境の違いに依存していた．また，尾瀬ヶ原湿原の微地形は，
それぞれの場所で同時期に形成された可能性が高く，泥炭形成の主要因はブランケット湿原であると
判定された．
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1．はじめに

　尾瀬の自然の特徴となっている湿原についての説明で
は，尾瀬ヶ原は高層湿原の代表的な景観であるとされ，
その成り立ちが述べられている（猪狩，2008）．泥炭湿
原発達の過程は，湖沼の乾燥化に伴う山地からの河川水
に涵養されたヨシ Phragmites australis（Cav.）Trin. ex 
Steud. 群落の堆積泥炭で形成された低層湿原，十分に
発達した泥炭層がド－ム状に高まり地下水や表流水によ
る養水分の供給ではなく，降雨に依存するいわゆるミズ
ゴケからなる高層湿原，低層湿原から高層湿原までの発
達過程で見られる様々な区分としての中間湿原が定義さ
れている（浦上・市村，1937）．なお，湿原は地表の植
生や景観に着目し，泥炭地は土地の構成物質に着目した
用語で，日本では多くの場合，生物学者は「湿原」を地
学，農学，工学関係者は「泥炭地」を使用する（阪口，
1989）．
　阪口（1989）は，尾瀬ヶ原の始まりを湖沼の乾燥化で
はなく，河川の自然堤防を超えた氾濫水が，自然堤防に
阻まれて河川に戻ることが出来ずに停滞し湿地化が始
まった．さらに南下田代の指紋状構造地の微地形と泥炭
発達の関連から，わずかに傾斜した上部ほど若い泥炭堆
積年代であることから，沼尻川の自然堤防から始まった
泥炭堆積が徐々に発達，上昇した結果であるとしている．
一方で，阪口（1989）は，泥炭地の生い立ち（1），（2）
その後の成果の章で「（1）尾瀬ヶ原のどこにもいわゆる

ド－ム状高位泥炭地は形成されていない．（2）尾瀬ヶ原
は湖から直接生まれた泥炭地ではなく，川のつくった平
野，あるいは扇状地のような傾斜のゆるい斜面に発達し
た．（3）泥炭地の特徴は，降水量の多い海洋性気候地域
に発達するブランケット湿原に近いものである．（4）古
尾瀬ヶ原湖の証拠は現在まで得られていない，現在確認
できる湖は局地的で小規模である．」とまとめている．
　樫村ほか（1999），樫村（2000）もこれを支持し，ブ
ランケット湿原の特徴として，北海暖流の影響を受け冷
涼多湿なスコットランド西部で泥炭層がよく発達し，平
地はおろか，山地の斜面も，場合によっては山頂も，ま
るで巨大な毛布を被せたように泥炭層で被われ，基盤地
形の傾斜が緩いところでは泥炭層が厚く，急なところで
は薄くなる．さらに，阪口が（4）でまとめている湖成
層のないことの追認などから，全体的にはスコットラン
ドのブランケット湿原と同類の多様な発祥をもつものと
考えるのが至当のようであると述べている．尾瀬ヶ原の
始まりがブランケット湿原に近いとすれば，湿原形成以
前の基盤地形の全域を泥炭が被うことになり，阪口

（1989）の述べている河川の氾濫による後背湿地からと
する湿原形成説には疑問が残る．
　尾瀬ヶ原では，泥炭堆積の過程と層序を解析するため
に，中田代で群馬大学（以下，群大とする）の井戸（深
さ，4 m 75 cm ）と共同井戸（深さ，4 m 80 cm ）及
び井戸 P73（深さ，4 m 50 cm ）と呼ばれる三つの井戸
が掘られた（阪口，1989）．それぞれの深さは泥炭層か

We investigated the microtopography of Ozegahara mire and the environment in which bog plants grow 
there. Peat was collected by a peat sampler from representative microtopography and the peat deposition 
process was compared. In Ozegahara mire, Menyanthes trifoliata community, Caltha palustris var. nipponica 
community and Phragmites australis － Menyanthes trifoliata community, which are indicators of low － level 
peatlands, grow in shallow pond pools and on the floodplains of rivers flowing in from the mountains. This site 
was an environment with low peat deposition conditions over intermediate and high peat layers. The thickness 
of the peat layer was relatively shallow in the patterned fen of Minami-shimotashiro, reaching the clay layer at 
around 300 cm in depth. At Nakatashiro, the peat layer was not disturbed and did not reach the clay layer even 
after reaching 600 cm in depth, while the peat layer reached the clay layer after about 500 cm in depth, and the 
peat and clay layers were interlayered at deeper levels. These results indicate that bog plants do not necessarily 
depend on the peat layer for their growth, but depend on the growth environment established by changes in the 
microtopography after peat deposition. The microtopography of Ozegahara mire is likely to have been formed 
at the same time at each site, and the main factor of peat formation depends on the blanket bog type.
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ら粘土・砂の層に変化した場所である．群大の井戸では
粘土層と泥炭層の付近でヤチダモFraxinus mandshurica 
Rupr. の樹幹，過去に湖に生きていた珪藻の殻が含まれ
ており，明らかに湖底堆積物であることから，この湿原
の生い立ちは沼に始まった（堀，1973）．共同井戸の最
下層部にはヨシ泥炭の上層にツルコケモモ Vaccinium 
oxycoccos L.， ヌ マ ガ ヤ Moliniopsis japonica (Hack.) 
Hayata 泥炭層が乗っている．井戸 P73 では最下層部に
ミツガシワ Menyanthes trifoliata L. の種子があったこ
とから浅い水たまりから始まったと推定され，その上層
は灌木，ツルコケモモ，ホロムイスゲ（トマリスゲ）
Carex middendorffii F.Schmidt，ワタスゲ Eriophorum 
vaginatum L. からなる泥炭層であった（阪口，1989）．
ヨシ泥炭の上にツルコケモモ，ホロムイスゲの泥炭層に
続く事例は下田代でも報告（樫村ほか，1999；樫村，
2000）されている．したがって，これまでに報告されて
いる泥炭層の堆積層序は，ヨシもしくミツガシワ泥炭か
らいきなり高層湿原要素とされるツルコケモモ，ホロム
イスゲ泥炭に続き，湖沼の乾燥から始まり，ヨシ泥炭が
基底となる陸化型湿原の堆積傾向とは異なっていること
になる．
　尾瀬ヶ原の指紋状構造などの微地形は阪口（1989）が
詳細に調査・研究し，その成果は広く受け入れられてい
る（須永，2003）．しかし，指紋状構造地と植物の生育
との関連は，小谷（1954）による地表の性質を最もよく
反映している植物を指標とした植物景観図が報告されて
いるのみで，詳細な調査は行われていない．宝月ほか

（1954）は，泥炭の水分環境と植物の生育について検討し，
地下水位の相違が群落の分布を決定していることを明ら
かにした．しかし，指紋状構造地との関係は詳しく検討
されているとは言えない．なお，指紋状構造地の形成過
程について岡田（2013）が，数値モデルを用いて I：発
生期，II：成長期，Ⅲ：形成期，Ⅳ：確立期について報

告している．
　尾瀬ヶ原の植生については，中野（1933），Suzuki

（1954），吉岡（1954），宮脇・藤原（1970）などの植物
社会学的な考察と群落型の報告があるが，微地形との対
応は十分に検討されているとは言えない．
　筆者の一人谷本は，第 3 次尾瀬総合学術調査団員とし
て「尾瀬ヶ原における拠水林の種組成および分布特性と
地形・土壌との関係」を報告（谷本・里道，1999）し，
その後調査終了以降も機会を見て尾瀬に通い，尾瀬地域
の 植 物 群 落 に 及 ぼ す ニ ホ ン ジ カ Cervus nippon 
Temminck, 1938（以下，シカとする）の影響を観察，
調査してきた．その結果，シカによる採餌，掘り上げは，
特にミツガシワ群落で激しく，これが確認された初期に
は木道から遠く離れた場所で見られていたが，年毎に木
道に近い場所で見られるようになっている（内藤・木村，
2000；谷本，2012）．ミツガシワ群落は，ヨシ群落やリュ
ウキンカ群落と混生していることが多く，尾瀬ヶ原では
山地から湿原内に流入した流れに沿った場所においてヨ
シ－ミツガシワ群落が識別できる．この群落は，尾瀬沼
湖岸のクロバナロウゲ－ミツガシワ群集（Suzuki，
1954）とは明らかに異なった生育環境である泥炭地に成
立している．尾瀬ヶ原は降雨水に涵養される高層湿原と
されている場所に，どうして表流水あるいは地下水に依
存するミツガシワが生育しているのか疑問に思ってい
た．また，指紋状構造地には，本州では尾瀬でただ 1 箇
所生育が確認されている貴重なナガバノモウセンゴケ
Drosera anglica Huds. が生育し（廣瀬，1943；小宮，
1992），浅い平坦なぬかるみ状の場所では，ミツガシワ
と混生している場所がある．こうした場所では矮性化し
たミツガシワの地下茎が掘り上げられている（図 1）．
一方，やや深い池溏の中ではミツガシワとヒツジグサ
Nymphaea tetragona Georgi が混生し，ミツガシワのみ
池溏の岸から首の届く範囲の地上部が採餌されていた

図 2：池溏に生育するミツガシワ，ヒツジグサ図 1：南下田代平坦窪地のミツガシワ群落撹乱後
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（図 2）．すなわち，同一場所の異なる生育環境において，
さまざまな群落が形成されていることになる（小谷，
1954；宮脇・藤原，1970）．したがって，指紋状構造地
の成立と微地形及びミツガシワなど湿原植物との生育関
係を明らかにすることは，シカの採餌，撹乱後の植生回
復過程が推定できる可能性が高く，その成果はシカによ
る採餌の被害回避，撹乱（採餌）跡地の再生過程を推定
する湿原保護管理の基礎資料として有効である．

2．調査場所と調査方法

2．1　調査場所
　調査は尾瀬ヶ原と，湿原に接する扇状地の低木林から
洪水時氾濫原と山地傾斜面との間で行い，シカの採餌痕
跡の多いミツガシワとそれに混生する群落と泉水田代か
ら東電小屋に至るヨッピ川沿いで，イヌドウナ
Parasenecio aidzuensis (Koidz.) Kadota，ウワバミソウ
Elatostema involucratum Franch. et Sav. などの林床植
生についても，湿原環境と比較するために重点的に調査
を行ったが，本報では林床植生との関連は触れていない．

2．2　調査方法

2．2．1　指紋状構造と微地形・植生
　ケルミ・シュレンケ複合体（以下，指紋状構造地とす
る）と微地形の特色を，林野庁撮影の空中写真，Google 
Earth の衛星写真によって解析，類型化を行った．また，
下田代，中田代における指紋状構造地を中心に，そこに
生育するそれぞれの群落の特色，分布の違いについて比
較検討した．指紋状構造地のミニチュア形成（阪口，
1989）に関連する微地形について観察，写真撮影などを
行った．

2．2．2　泥炭採掘と泥炭層序の比較
　ミツガシワ群落，ヨシ－ミツガシワ群落，ナガバノモ
ウセンゴケ群落など湿原植物群落の成立条件と湿原形成
過程を検討するために，群落及び微地形の特色をもとに，
ピ－トサンプラ－を用いて最大深さ 700 cm まで，長さ
50 cm の泥炭コアを表層から連続して 2018 年～ 2019 年
の夏季に採取した．得られた泥炭コアは，外形の観察を
行いサンプルごとに写真撮影を行った．ピ－トサンプラ
－は，その構造上泥炭以外の採取は難しいが，可能な限
り泥炭から河川堆積物，湖沼堆積物の層が確認できるよ
うに，先端部の挿入不可能な深さまでサンプラ－を挿入
した．また，湿原への負担を軽減する目的で，直接挿入

不可能な深さまでサンプラ－を挿入して，泥炭堆積と他
の堆積物との境付近の確認を目的にコアを採取した調査
地もある．採取された泥炭と粘土，砂境の直近上位の泥
炭資料を（株）地球科学研究所に委託し，放射性炭素年
代測定を行った．

3．結果と考察

3．1　指紋状構造地のミニチュア
　図 3 は，尾瀬山ノ鼻集団施設地区のキャンプ場敷で観
察されたミニチュアの指紋状構造である．これにはダス
トが無く，泥が高まりをつくり交互に水溜りが形成され
ていた．尾瀬沼施設地区の元長蔵小屋と休憩小屋の間は，
ゆるやかな勾配を持つ広場で，周囲にはカラマツ Larix 
kaempferi (Lamb.) Carrière が植えられている．2010 年
と 2011 年にカラマツの落葉のダストで形成されたミニ
チュアの指紋状構造地が観察され（図 4，EM1 図 1），
ダストラインの変化は見られなかった．しかし，2011
年10月5日カラマツの落葉後，古いダストラインの流亡，
破壊は見られずに新しい落葉が加わっていた（EM1 図
2）．4 年後の 2015 年 6 月に再び，落葉は風化し，細粒
化したダストラインに，新鮮な落葉で形成された指紋状

図 4：尾瀬沼長蔵小屋無料休憩所前（指紋状構造，2010 年 6
月 29 日）

図 3：尾瀬ヶ原山ノ鼻　ミニチュアパタ－ン（指紋状構造，
2006 年 7 月 2 日）
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